
なおこなった｡'74年2･3月に香春町により串獣駆除の

E]的でtID位がなされた際,揃控された個体の身体測定な

し.未tln粒個体については令榊庇と捕接された後の遊動

の調盗むおこなった｡調査は'73年4月から'74年3月に

かけ,合計48日間の群れ追跡によりおこなわれた｡'調査

糊rLll中7回ほど群れの個体数をカウソトすることができ

た｡そのうち放大数を示した6月21日の例は,A88･

YA83･A930･4才12･3才14･2才12･1才5･

txLby15.合計102鎖であり,'71年 1月以来安定した数を

ホしている｡

遊動は日仏林の分布と盃なったバターソを示し,その､

行動城 (4.2km2) 内で,高崎山と同様に特定の泊り場を

13LS申して利用していた｡春における遊動はモウソウチタ

の林の介和と良い一致なみ,6･7月はビワ,秋はカキ

･ムクなどの火災にひかれた遊動がみられたOまた.刺

川瓜の砧い泊り切は自然林仰 こ多く.植生調査の結IR糾

となる樹木の豊富なところであった.香春岳群の特徴あ

る遊動は,香春岳内に残存する少ない自然林を基盤に各

季節で且も多く噂好皮の高い餌を有効に利用した結束と

思われる｡揃泣された個体は,A83･A923･4才2

･3才 11･2才6･baby8で,その体正は12.3･8.2･

6.3･4.7･3.3･2.1kgであった｡

香春岳周辺の呼野 ･平尾台地区,福岡県群珂川町の背

振山系において,群れの存在確認のため聞きこみ調査と

痕跡調査をおこなった｡呼野周辺では群れの存在はなく

ハナレザルが各地で確認された｡そのなかには3匹程の

グループ,あるいはメスの-ナレザルの惜報があった｡

背振LLlの福岡県側において2群の存在が確認され.佐賀

県川の1群を含めて.これまで1群{.あるといわれてい

た背振山系には,少なくとも3群が生息していることが

明らかとなった｡

設定課題 2.霊 長 類 の 運 動 様 式 に 関 す る研 究- ホ ミニ ゼ - シ ョンの 観 点 か ら

正長類の歩行のメカニクスに関す る研究- と

くに歩行中の四肢の関節運動 と筋活動の分析

を中心に Lで )

石田 英夫 (京大 ･理)

この研矧 土人析学的視点,すなわちヒトの-&立二足渉

行様式の迦化史を探ろうとする税点よりなされたもの{･

ある.ヒトのJS･行のTl打段階として腕法り (プラキューッ

zzソ)があったとする考え方を考慮し,災畝材料は脱淡

りをおこな うチソバソジー,クモザル (各1琉),およ

び脱淡りなおこなわないエホソザル(3鎖)をもちいた.

上記3唖の盟良好帥こ-)&一行を火映的におこなわせ,㍍速

映由比L･16法,筋FJi図法をもちいて,歩行LtJの四肢関節迎

nb,肪描動を分析した｡結果につし､てとくに興味ある点

を記すと,まずチソバソジー,クモザルの二足歩行中の

スクソス期後半部において,膝関節が固定もしくはわず

かではあるが仲放し,同時に大腿伸筋と下腿屈筋に敬い

fLr･ut舶勺活動がみられる.ニホソザルではこのスタソス期

挽三郎'.1紬こおいて,肱関節は着地後の急激な屈曲に加えさ

らにril曲なつづける.大腿伸筋の活動は相対的に弱く,

大腿kijl筋と下腿屈肪の同期的な敬い活動が目立つ.

上のチソバソジー,クモザルとニホソザルにみられる

スクソス】p倣 半桃の相通は,渉行の推進力な得る蹴 り出

しの蚊榊の柑迫に起凶するのではないかと考えられる｡

すなわち,チソバソ･17-,クモザルでは膝関節の凹定も

しくは伸展を伴う足部足旺屈により推力を得ることが特

徴のようである｡

このチソバソジー,クモザルの特徴はヒトに机似した

憤向を示しており,このことはヒトの歩行の前段階を考

窮する上で,チソバソジー,クモザルがどのようにして

この特徴をもつに至ったかな考艦する必変性を示してい

るものと考えられる｡

なお,この研究の要旨はきたる節5回国際盟長蚊学会

シソポジウムにて発安の予定｡ 〔本研兜は設定抹田1に

叫的,採択されたものであるが,研究内容から投光秋成

2に嗣入した-出版委貝会〕

霊長類の歩行のメカニクスに関す る研究- と

くに歩行中の足底力の分析を中心にして2)

木村 賛 (帝京大 ･医)

霊長規の渉行のメカニズムを調べるため,石田 (Tljく大

･理),岡田(監長折)との共同災畝を行なった｡リi放ソ)I

法は足圧力計による足底力の記録,肪iti図記録.16mlll

映画投影である.ここでは主として足底力の分析船脚 こ

ついて述べる｡米欧動物はエホソザル3弧 クモザルl

Wl,チソバソジー1頭の計5頚である｡これらを二足及

び四足で歩かせた.ニホソザル及びチソバソジ-には叫

I)木村焚 (帝京大 ･医)･岡田守彦 (霊長研)との共

同研究.岡田守彦 ･木村賛 ･石田英実 .'サル折の歩

行迎動の比較生機構学的分析｡約18回プt)マーチス

研究会｡

一一34-

2)石田英宍 (京大 ･理)･岡田守彦 (鎚長研)との共

同研究｡木村賛 ･石田英実 ･岡田守彦 :サル二足渉

行の生物力学的研究.節27回日本人筋学全日本民族

学会連合大会.木村至至:ヒトとサル の二足･歩行 の

比較｡節4回歩行と人工の足研究会｡



前に二足jL･行の訓緋がほどこしてある｡これらのjS･行と

ヒト及びイヌの非行について耶=7;･らが枕黙した紡RLとな

比校榔寸した｡

fnr<mの二足渉行には珊ないし生三枯枝式によると.lilわ

れるiYミグtt.･が認められる｡=･ホソザルの･)Jj行は窮氾-Jj向分

力が一昨性であることが多く渉[3..11が大きい.これらは一

見ヒトの先行に似ており,)ト足で安定して立つことのな

いせわしい)S･きソjな7Tlしている.クモザルとチソバソジ

ーはヒト･)B行と同じ=咋性の垂直分力を持つが,後方へ

のけり山 し分力は多略性で, なめらかな運動を示さな

い｡これらのIY主脚 土二足ないし一足による体の支持の動

rrtJ溌延牡とrT)口述し.祁ないし生活様式の差による安定性

への適応のiiY':な示すと考えられる.ただし3頭のニホソ

ザルには個体差がかな りみられる.今紋同一郡における

ジ三助個体数を増すことと,旬の数を和すことが必変であ

る｡

四足歩行においては柘四が折柄したごとくfRF<折は他

の四足秋とは前後肢の荷_Fi分1lJ-がblらなるo三分力ともに

前肢より後肢が大きいo前校-1)'向分力において前波は主

に制動をなし,枚版は主にけり出しの力を出している.

これらはEU<折の前校肢の械憎分化が進んでいることを

示すと考えられるo

霊長類下肢骨格筋の筋線維構成に関する研究1)

描 口m一郎 (昭和大 ･医)

屈長持上肢骨格筋の筋線維構成に関す る研究l)

公木壮太郎 (同 上)

サルの骨格Jmの机軌耶伐をヒトのそれと比較検討する

ために,カニクイザルのr<rJ]転M,銃工筋,紬J汎 上腕

二頭筋,駒川乳突筋及び伯爪肪各10側の筋腹統怖両につ

いて,机軌耶成比.筋締総数及び筋緑維径を調べた｡

Wr両における筋線維と排台約校との両駅比を見ると,

筋線維比は81.20/.(舶STi孔次肪)から750/Q(縫工筋,蒋

筋)の関にあり.これを脱FI筋についてのヒトの観察例

と比校すると,その爪鵡川 (18-19才.20才代)よりも

低い｡

梯Wr両における筋馴 作総 数は的 禿例小.上腕二gL筋

(平均 :103,009)が攻も多く,他は32,OW～33,000(駒

銑乳突筋,腹厄筋,長内転J筋.苅肪)からそれ以下であ

る.而して,各所についてその涙苅偶と放伐伯の比から

見た変異の巾は上腕二頭筋が最も大である｡また.ヒト

の対応する筋と比較すると各筋共ヒトよりもgT･るしく少

なく,サ′レの平均値はヒトのそれよりも腹位肪及び上腕

二頭筋では1/2,駒跳乳突筋では1/3,長内転筋では1/0,統

二筋では1/Oであ り,下肢でその差が大なる即が認められ

る｡

lrnm2中の筋線維数をヒトの対応する筋と比校すると,

各筋非 1mm2小の肪緑tlf三次はサルの-))-が大であり,比探

した筋の小でF<内聡JV汲 び抗二筋では上腕二流筋及び舶

跳乳突先別こくらべてヒトとの凸が;7Yるしく大である｡

筋線維の閉校なヒトの対応筋と比校するに.上腕二田

筋では各々28F▲TJIL校で鴨々相称しいが.約m乳突肪及び

共内転筋ではサルのJJ'がヒトよりも小であり,抑 こ校歌

ではその誰がラ守るしい｡また,収前節についてもヒトの

)rli盛糊 (20才代)のそれよりもサルの方が小である｡

以上密約するにサルの骨格跡 土一般にヒトにおけるよ

りも節介机扱成分が多く令まれるが.肪緑t.ff_pこついては

ヒトよりも噺mrlTの総数は少な くて 1mm2fflの肪緑紙数

は多くかつ肪緑州.掛 土中であり.この仰向は抑 こ下肢筋

で要るしいと云 う叫ができる｡

設定課題 3.霊長類の生理的適応に関する研究

霊長類の発汗械能に粥す る比較生理学的研究2)

中山昭雄 (名大 ･医)9)

掘 菅朗 (絹本大 ･体質医研)

只木英子 (金城学院大 ･家政)

原田温子 (絹本大 ･体Ti医研)

この研究はm和481F･5月,7月,8月に日本ザル3匹

(榊奇12,78,78old)とカニクイザル1匹について行

なった｡

1)同研究却 ま共同して研究し,一つの報告円にまとめ

た｡

2).rt介符ジ王(Enr<研)･鈴木TE利 (名大 ･医)･四FB晃

(田立所出訳)との共同研究.

3)現在の所属 :阪大 ･医

1) 日本ザルの苑汀について

一般体表面の花押･は虫阻40℃においてもほとんど増加

しない.しかし皮Tq (帆 汎 大腿)を局所的に加温す

ると,皮研阻38●C以上で2-3分の河畔で汗油が出現す

るのな和P]･前lji法で認めた｡

手準両は室温29●Cでも発汗している.この発汗は下肢

に加えたTE気刺激によっては増加しなかったが,室弧を

上昇させると,それに比例して増加した｡しかしこのと

き手掌皮膚温も上昇した｡

2) 視床下部加温冷却の効果

あらかじめ3本の熱極を視床前野田城に恨性的に抑込

んだサルについて,壷阻17,26,31●Cにおいて視床下部

を加温冷却し,代謝と皮横取変化を祝祭した.一秒 こ加
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